





































































指導者養成とを企 して 伝習所を設立した。その主幹は東京師範学校長伊沢修二が兼任した。伝習所の設置によ て我が国の学校体操は方向を得 、普及されていく。シュピース式の体操も参考にされたが、アメリカの影響は大きい しかもそのアメリカの 間接的 スウェーデン系の体操理論を基礎とする。これは「普通体操」と呼ばれた。この「普通体操」の内容は徒手体操、秩序運動 姿勢矯正運動を初め、亜鈴や棍棒など 手具運動を中心 した体操である
（8）。明治









大正二（一九一三）年、我が国最初の学校体操教授要目が発布され、スウェーデン体操中心の学校体育が確立された。そこでは、軍事訓練に当たる部分を教練として分離し、徒手、器械的教材を整理統一してできあがった が学校体育の中心となり、競技や球技、ダ スは一括されて遊戯として加えられた程度で 体操の原則に従って指導された。教科とての「体育」は長く「体操」科と呼ばれた。 「体操」という語は教科の意味と、体操 教練、遊戯、武道の教材の一つとして用いられる狭い意味とに併用された。要目における体操の教材で ⒧下肢、⑵平均 ⑶上肢、⑷頭、⑸呼吸、⑹胸、⑺背、⑻腹、⑼軀幹側方、⑽懸垂 ⑾跳躍の順序にそれぞれの運動種目が配当さ た
（10）。それまで兵式体操の教材とされ

































布され、明治以来「体育」 意味で用いられていた「体操科は、これで「体錬 科となった。体錬科は二科に分か 体操と武道とになった。武道の比率は増し、独立科目となって
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体育の目的は次のように規定された。 「体育は運動と衛生実践を通じて人間性の発展を企図する ある。それは健康で有能な身体を 成し、人生におけ 身体活動 価値を認識させ、社会生活におけ 各自の責任を自覚させることを目的とする」ことである
（17）。これについて井上は、次のように















改訂、四四（一九六九）年の 学習指導要領の改訂の際に、それまでの「徒手体 」の領域 代わっ 「体操」が設けられた。この改訂は、それまでの教育 知育に偏りすぎていることを反省し、人間形成という立場から、知 徳育、体育はいず も重要であり、調和と統一 ある教育課程を編成することが強調されたものであった
（21）。 「体操」の内容


































































































































































































(23) 文部省、 （新）中学校学習指導要領（五二年七月） 、七 頁。
 
(24) クルト・マイネル著（一九六〇年） 、金子明友訳、 『マイネル
 
スポーツ運動学』 、一九八一年、四三六頁の体づくり体操の








































た、ペーター・レーティッヒ編（一九七二年） 岸野雄三日 語版監修： 『スポーツ科学事典』 、プレス
 
ギムナスチカ、一
九八一年、三八頁でも 金子は運動創作としている。エリッヒ・バイヤー編（一九八七年） 、朝岡正雄監訳： 『日独英仏対照スポーツ科学辞典』 、大修館書店、一九九三年、一二～一三頁で渡辺伸は動きづくりとしている。
 
71 「体操」から「体つくり運動」へ





Im Jahr 1998 hat das japanische Ministerium für Bildung und Wissenschaft 
eine überarbeitete Auflage des Lehrplans in der Mittelschule bekannt gemacht. 
Darin ist  “Karadatsukuriundou”  als ein Teilgebiet in der Leibeserziehung 
aufgetreten. Im letzten Lehrplan war das Teilgebiet  “Gymnastik”. 
Ziel der vorliegenden Arbeit ist es, den Hinweis für die zukünftige Gymnastik 
in den Schulen zu bekommen. Dafür verfolge ich den Wandel der Gymnastik in 
den aufeinanderfolgenden Lehrplänen und schlage ich “Karada” in 
Wörterbüchern nach. 
“Karada” bedeutet Körper. “Karadatsukuriundou” bedeutet Körperbildung. In 
der alten Gymnastik hatte die Körperbildung ein großes Gewicht. Aber in der 
neuen Gymnastik hat die Bewegungsbildung oder Bewegungsgestaltung ein 
größeres Gewicht. “Karadatsukuriundou” lässt die Geschichte der Gymnastik 
mehr als 100 Jahren zurückgehen. In der Gymnastik gilt es, wie man den 
Menschen erfaßt.  
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